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CORSIA制度におけるATJプロセスの登録状況 (2026年9月現在)

Standalone：
エタノール製造施設とATJ施設が別々に存在。
エタノール製造側で発生する余剰熱や電力は
ATJ工程で直接利用されないため、ATJ工程で
は天然ガスや電力を外部から投入する必要が
ある。 

Integrated：
エタノール製造施設とATJ施設が併設。
エタノール製造工程で発生する熱や電力を
ATJ工程で利用可能であり、ATJ工程に必要な
天然ガスや電力の投入を削減できる。

・現在、18種の原料・プロセスについてデフォルト値が定められている。
・森林系のバイオマスとしては、”Forestry residues”のみが登録されている。

出所) ICAO文書より一部抜粋
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森林残渣を原料とするATJのシステムバウンダリー (CORSIA support document)
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Integrated：エタノール製造とATJを同一サイトに併設し、余剰電力をATJで活用可能。

(1) Feedstock collection: 
伐採、集材、積み込み、裁断にかかるエネルギーを考慮。
(伐採、集材は間伐材を想定)

(3) Jet fuel production: 
前処理はヘミセルロースの可溶化工程を指す。
糖化・発酵プロセスでは、投入物の再利用は考慮され
ていない。



4

パルプ化を含む主伐材ATJのCI値試算におけるシステムバウンダリー
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※糖化・発酵プロセスでは、投入物の再利用は考慮しない。
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CI値試算に用いるデータ

項目 必要データ 取得状況

原料 (木材)の基本特性 含水率、密度、発熱量、炭素含有率、セルロース、ヘミセルロース、
リグニン含有率

文献値を引用。

栽培・収穫・チップ化におけ
る物質・エネルギー投入量

肥料 (N, P, K, Ca)投入量、殺虫剤、除草剤、灌漑
燃料 (ディーゼル、ガソリン、LPガス、天然ガス等)使用量、電力使

用量
文献値・GREETモデルを引用。

パルプ化における物質・エネ
ルギー投入量

パルプ収率、薬品投入量 (NaOH, Na₂S, CaO, H₂SO₄)等、蒸気・熱使用
量、電力使用量、水使用量、黒液・副産物発生量、回収ボイラ利用

の有無
文献値を引用。

パルプの基本特性 含水率、密度、発熱量、炭素含有率、灰分、セルロース、ヘミセル
ロース、リグニン含有率

文献値を引用。

パルプのエタノール化におけ
る物質・エネルギー投入量 薬品・酵素投入量、糖化収率、発酵収率、栄養塩投入量、電力・熱

投入量、蒸留・脱水エネルギー、EtOH収率、副産物利用

文献報告は限定的。
薬品・収率についてはラボスケールの
実験データであれば入手可能。エネル
ギー投入に関する文献はない。

輸送距離・手段・必要エネル
ギー量

輸送距離、輸送手段 想定するサプライチェーンに依存

ATJにおけるエネルギー投入 燃料、電力、水素使用量、変換効率 GREETモデルより引用。

プロセスより生じる物質
副産物（黒液、リグニン残渣、発酵残渣等）、廃水、回収エネル

ギー、排ガス

パルプ化で生じる黒液の利用について
は文献あり。

エタノール生産工程における残渣・副
産物の利用を想定する文献はない。
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